
八戸市バスケットボール協会 Ｕ１２部会（R4.7.1改訂）

新型コロナウイルス感染対策について
１ 対策組織

〈U12部会〉感染対策総括者・感染対策者
〈各チーム・各会場〉感染対策責任者

２ 大会前の感染対策
（１）Ｕ１２部会の感染対策総括者・感染対策者

①事前・大会・事後に連絡を取り合える環境の構築

②各チームと感染対策の共有

③八戸保健所や関係機関との情報共有

（２）各チームの感染対策責任者

①健康状態の把握（検温、体調） ②ソーシャルディスタンスの確保

③マスクの着用 ④手洗いや手指消毒

⑤換気 ⑥備品や道具の共有をしない

⑦施設の管理、清掃、消毒

（３）感染状況におけるチーム活動制限

段階 活動制限、休止 判断基準

１ 個人の休止 ・陽性者と濃厚接触者（指定期間）

・体調不良者（症状消失後３日間）

・ワクチン副反応（症状消失まで）

２ 活動制限（人数･回数） ・県、市からの通知

対外試合の自粛

３ 活動休止 ・県が緊急事態宣言 ・市がまん延防止等措置地域

・県、市からの通知

・陽性者、濃厚接触者、体調不良者発生（48時間休止）

３ 大会中の感染対策
（１）感染状況における大会可否、人数制限（大会３日前が判断基準日）

段階 大会可否、制限 判断基準

１ 人数制限なし ・八戸市陽性者９名以下

２ スタッフ人数制限あり
・八戸市陽性者１０名以上

(ベンチ選手数と同数)

３ 中止・延期 ・県が緊急事態宣言 ・市がまん延防止等措置地域

・県、市からの通知 ・10％以上の出場辞退
・U12部会が判断した場合

※ 個人出場辞退 ・陽性者と濃厚接触者（指定期間内）

・体調不良者（症状消失後、３日間たっていない）

・同居家族が PCR検査を受け、陰性判定されるまで
※ チーム出場辞退 〔大会前日～大会中〕

・陽性者、濃厚接触者、体調不良者が発生

〔大会３日前〕

・チーム内で新型コロナウイルス感染が広がっている

（２）Ｕ１２部会の感染対策総括者・感染対策者、会場責任者

①手指消毒（会場入口）

②健康チェックシートの回収（チーム用、大会関係者用、審判用）

※１日目回収（輪ゴム） → 勝利チームに返却 → ２日目回収（輪ゴム）

は変更箇所



※準決・決勝日に回収（輪ゴム）

③外出時にスタンプ押印、再入場時に確認 ※スタッフ人数制限がある場合に実施

④試合後に STの消毒
⑤試合後に換気

⑥勝ちオフィシャルとし、敗れたチームは速やかに会場から退出

⑦飲食は、距離を取って対面を避け、会話をしない

（３）各チームの感染対策責任者

①体調不良者（37.5℃以上の発熱、咳、息苦しさ、倦怠感）の確認
②健康チェックシートの提出（選手・チームスタッフ全員分をまとめる）

※ JBAのシート使用 ※遅れて入場する場合は、入場時にシートの提出

※１日目提出 → 勝利の場合、受取 → ２日目提出（２日目の体温記入）

※準決・決勝日に提出（１週間分記入）

③出場選手以外は、マスク着用

④身体接触をしない（握手やハイタッチなど）

⑤応援は拍手のみ（ベンチと応援席）

⑥試合前の円陣を行うことができる

⑦ボトルやタオル等を共有しない

⑧試合後の相手ベンチへの挨拶は、キャプテンのみ

⑨試合後に、各チームでベンチ・応援席・控室を消毒（チームで消毒液とタオルを準備）

⑩飲食は、距離を取って対面を避け、会話をしない

（４）係内容

○受付係（各チームスタッフ２名）

①健康チェックシート回収（参加チーム用・大会関係者用・審判用）

※１日目の試合終了後勝利チームに返却、２日目・３日目は返却しない。残りは保管

※チェックシートに不備があった場合や必要と認めた場合は、その場で検温をする。

②外出時にスタンプを手の甲に押印

③再入場者（スタンプ）をブルーライトで確認

④会場図

消 毒 受 付 試合会場 本部

入 ポンプ② スタンプ ポンプ① ポンプ①

雑巾 ② 除菌シート スプレ① 雑巾 ②

雑巾 ②

口 審判

※会場によって配置変更あり ※東・市体育館は ポンプ①

２コート分必要 雑巾 ②

○消毒係（U12部会感染対策者）

①ゲーム終了後に ST椅子・テーブル・器具の消毒
②常時換気 orゲーム終了後に１０分換気

４ 大会後の感染対策
（１）Ｕ１２部会の感染対策総括者・感染対策者、会場責任者

①健康チェックシートの保管（チーム用、大会関係者用、審判用）

※１か月保管、期限後に廃棄

（２）各チームの感染対策責任者

①大会後に発症等があった場合は、八戸市バスケットボール協会Ｕ１２部会事務局へ連絡

☆「JBAバスケットボール事業・活動実施ガイドライン」参照 第5版（2022年5月12日）


